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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第13期

第１四半期
連結累計期間

第14期
 第１四半期
連結累計期間

第13期

会計期間
自 2022年４月１日
至 2022年６月30日

自 2023年４月１日
至 2023年６月30日

自 2022年４月１日
至 2023年３月31日

売上高 (百万円) 3,547 3,974 14,787

経常利益 (百万円) 762 1,057 3,402

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

(百万円) 517 725 1,914

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 518 725 1,914

純資産額 (百万円) 9,992 11,665 11,221

総資産額 (百万円) 20,595 20,705 21,195

１株当たり四半期（当期）純利益 (円) 27.71 38.77 102.37

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

(円) 27.34 38.26 101.02

自己資本比率 (％) 48.5 56.3 52.9
 

(注)　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると

認識している主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要

な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 
（1）経営成績の状況

当社グループは、『ヘルシアプレイスをすべての人々へ！』を企業理念として掲げ、24時間型フィットネスジ

ムの日本におけるパイオニアであるエニタイムフィットネスの運営を通じて「誰もが健康的に暮らせる、心豊か

な社会」を実現することを目指し、店舗網の拡張や会員数の増強等、積極的な事業拡大を推進しております。

 
当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症が５類感染症へ移行したことに

伴い、経済活動の正常化が進み、都心部や観光地では人流が増え、企業等におきましても出社制限が撤廃される

など人流回復の傾向がみられております。一方で世界的に継続する原材料価格の上昇に伴う物価や水道光熱費の

高騰など、依然として不透明な状況は継続しております。

当社グループが属するフィットネス業界におきましては、異業種からの参入による低価格帯ジムの出店など24

時間型フィットネスジムは引き続き増加傾向にあります。

このような環境の中、当社グループが運営するエニタイムフィットネスは、日本における24時間型フィットネ

スジムのパイオニアとして、国内1,000店舗を超える出店で培ったノウハウを活かした店舗開発と、「安全」「安

心」「清潔」「快適」なクオリティの高い店舗運営により24時間型フィットネスジム業界においてトップクラス

のシェアを維持し続けております。また、エニタイムフィットネスの特徴である店舗の相互利用が可能な優位性

を活かすため、会員の皆様が出張先や旅行先など、いつでもどこでもワークアウトが可能な環境を提供すべく出

店を続けております（国内1,090店舗、グローバル5,000店舗以上の利用が可能：2023年６月末現在）。

当第１四半期連結累計期間においては、全国規模でエニタイムフィットネスのブランドイメージ浸透のため

TVCMをはじめとする新規会員獲得に向けた積極的な広告活動を実施し、幅広い年代へのアプローチに努めまし

た。

これらの活動により会員数は、会員様とスタッフとのコミュニケーションなど強みを活かした店舗運営が寄与

し、既存店及び新店舗において新規会員の獲得と在籍会員の継続が堅調に推移しました。出店におきましては、

商業施設はもとより出店を要望する企業等の増加により、出店候補地の多様化が進んでおります。

なお、従来より進行しておりました会員管理システムの移行プロジェクトは、2023年６月に新システムへの切

り替えが全店舗で完了いたしました。本システムの移行完了に伴い第２四半期以降の会員管理システム使用料の

売上計上は新システムのみとなります。新システムの変更により将来的に海外のエニタイムフィットネスで広く

使用されているコーチングアプリ等が利用可能なアプリの導入など、会員様のさらなる利便性の向上と店舗運営

の効率化を目指してまいります。

以上により、当第１四半期連結累計期間の店舗数及び会員数は以下のとおりとなりました。
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１．エニタイムフィットネス店舗数

 前連結会計年度末

（2023年３月31日）

当第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結

会計期間末

（2023年６月30日）
出店数 退店数

店舗数合計 1,068 23 0 1,090

　内、直営店舗数 　※１　171 0 0 ※２　170

　　　FC店舗数 897 　23 　0 ※２　920
 

※１.2023年３月31日付で退店した店舗１店舗を含んでおります。

※２.直営店舗からFC店舗へ承継した１店舗及びFC店舗から直営店舗へ承継した１店舗を含んでおります。

 
２．エニタイムフィットネス会員数

 
前連結会計年度末

（2023年３月31日）

当第１四半期連結

会計期間末

（2023年６月30日）

増減率

（前連結会計年度末比）

会員数合計 74.0万人 78.0万人 5.4%

　内、直営店会員数 11.1万人 11.4万人 3.1%

　　　FC店会員数 62.8万人 66.5万人 5.9%
 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は3,974百万円（前年同期比12.0％増）、営業利益は1,053百

万円（同37.4％増）、経常利益は1,057百万円（同38.8％増）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益

は、法人税、住民税及び事業税を250百万円計上したこと等により725百万円（同40.0％増）となりました。

 
（2）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ490百万円減少し、20,705百万円とな

りました。これは主に、現金及び預金が167百万円減少したこと等により流動資産が279百万円減少したこと、並

びに、繰延税金資産が66百万円減少したこと等により固定資産が211百万円減少したことによるものです。

負債は、前連結会計年度末に比べ934百万円減少し、9,039百万円となりました。これは主に、未払法人税が340

百万円減少したこと等により流動負債が482百万円減少したこと、並びに、借入金の返済により長期借入金が375

百万円減少したこと等により固定負債が452百万円減少したことによるものです。

純資産は、前連結会計年度末に比べ444百万円増加し、11,665百万円となりました。これは主に、親会社株主に

帰属する四半期純利益725百万円を計上したことによるものです。この結果、自己資本比率は56.3％となりまし

た。

 
（3）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 
（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（5）研究開発活動

該当事項はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 31,200,000

計 31,200,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第1四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2023年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,719,980 18,739,180
東京証券取引所
プライム市場

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら制限のない当社に
おける標準となる株式であり
ます。
なお、単元株式数は100株であ
ります。

計 18,719,980 18,739,180 － －
 

（注）2023年６月23日開催の取締役会決議により、2023年７月21日付で譲渡制限付株式報酬としての新株式の発行を

行いました。これにより株式数は19,200株増加し、発行株式総数は18,739,180株となっております。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(百万円)

資本金
残高

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2023年４月１日～
2023年６月30日

－ 18,719,980 － 2,183 － 2,133
 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2023年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 
① 【発行済株式】

   2023年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) 14,300 － －

完全議決権株式(その他) 普通株式 18,648,400
 

186,484

完全議決権株式であり、権利内容に
何ら制限のない当社における標準と
なる株式であります。
なお、単元株式数は100株でありま
す。

単元未満株式 57,280 － －

発行済株式総数 18,719,980 － －

総株主の議決権 － 186,484 －
 

（注）単元未満株式の買取請求に伴い、当第１四半期会計期間末現在の自己株式総数は14,820株となっております。

 
② 【自己株式等】

2023年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

(自己保有株式）
株式会社Fast Fitness
Japan

東京都新宿区西新宿
六丁目12番１号

14,300 － 14,300 0.08

計 － 14,300 － 14,300 0.08
 

（注）１．上記の他に単元未満株式の買取請求による自己株式94株を保有しております。

２．単元未満株式の買取請求に伴い、当第１四半期会計期間末現在の自己株式総数は14,820株となっておりま

す。

 
 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当第１四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

 
２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2023年４月１日から2023年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2023年４月１日から2023年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、ＰｗＣあらた有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 9,683 9,515

  売掛金 1,118 1,107

  商品 283 197

  前払費用 355 362

  その他 475 470

  貸倒引当金 △22 △37

  流動資産合計 11,894 11,615

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 7,437 7,429

   工具、器具及び備品 3,857 3,801

   減価償却累計額 △5,072 △5,155

   土地 0 0

   建設仮勘定 1 19

   有形固定資産合計 6,226 6,096

  無形固定資産   

   のれん 98 91

   ソフトウエア 38 12

   その他 4 3

   無形固定資産合計 141 107

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2 2

   長期前払費用 558 554

   敷金及び保証金 1,325 1,347

   繰延税金資産 701 634

   長期貸付金 248 248

   その他 97 97

   投資その他の資産合計 2,933 2,885

  固定資産合計 9,300 9,089

 資産合計 21,195 20,705
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 52 68

  １年内返済予定の長期借入金 1,569 1,547

  未払金 792 479

  未払法人税等 637 296

  契約負債 1,895 1,870

  賞与引当金 208 123

  役員賞与引当金 16 3

  その他 272 572

  流動負債合計 5,445 4,963

 固定負債   

  長期借入金 3,239 2,864

  資産除去債務 1,091 1,098

  その他 198 113

  固定負債合計 4,528 4,076

 負債合計 9,974 9,039

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,183 2,183

  資本剰余金 2,123 2,123

  利益剰余金 6,960 7,405

  自己株式 △46 △47

  株主資本合計 11,220 11,664

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 0 0

  その他の包括利益累計額合計 0 0

 純資産合計 11,221 11,665

負債純資産合計 21,195 20,705
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

売上高 3,547 3,974

売上原価 2,011 2,108

売上総利益 1,536 1,865

販売費及び一般管理費 769 811

営業利益 766 1,053

営業外収益   

 受取手数料 9 10

 受取保険金 1 2

 違約金収入 11 0

 その他 0 1

 営業外収益合計 21 15

営業外費用   

 支払利息 9 6

 為替差損 16 2

 支払手数料 0 0

 その他 0 0

 営業外費用合計 26 10

経常利益 762 1,057

特別利益   

 預り保証金返還免除益 ※１  12 -

 事業譲渡益 - ※２  11

 特別利益合計 12 11

特別損失   

 固定資産除却損 0 26

 資産除去債務履行差額 - 1

 特別損失合計 0 28

税金等調整前四半期純利益 774 1,041

法人税、住民税及び事業税 172 250

法人税等調整額 84 66

法人税等合計 256 316

四半期純利益 517 725

親会社株主に帰属する四半期純利益 517 725
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

四半期純利益 517 725

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 0 0

 その他の包括利益合計 0 0

四半期包括利益 518 725

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 518 725
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【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

※１．預り保証金返還免除益は、転貸借している借主からの申し出により預り保証金の返還の免除を受けたもので

す。

※２．事業譲渡益は、直営店舗をFC店舗の運営会社へ譲渡した際に発生した譲渡金であります。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれん償却額は、次

のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

減価償却費 231百万円 202百万円

のれん償却額 6百万円 6百万円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日　至 2022年６月30日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2022年４月14日
取締役会

普通株式 187 利益剰余金 10 2022年３月31日 2022年６月９日
 

 
２ 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　該当事項はありません。

 
３　株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 
当第１四半期連結累計期間(自 2023年４月１日　至 2023年６月30日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2023年４月13日
取締役会

普通株式 280 利益剰余金 15 2023年３月31日 2023年６月８日
 

 
２ 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　該当事項はありません。

 
３　株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社Ｆａｓｔ　Ｆｉｔｎｅｓｓ　Ｊａｐａｎ(E35318)

四半期報告書

12/18



 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

 当社グループは「エニタイムフィットネス」の単一ブランドで、国内においてフィットネスジムの店舗展開をし

ており、事業区分は「フィットネスクラブ運営事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

当第１四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年６月30日)

 当社グループは「エニタイムフィットネス」の単一ブランドで、国内においてフィットネスジムの店舗展開をし

ており、事業区分は「フィットネスクラブ運営事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(収益認識関係)

当社グループの売上高は、主に顧客との契約から生じる収益であり、当社グループの報告セグメントは「フィッ

トネスクラブ運営事業」の単一セグメントでありますが、財又はサービスの種類別に分解した場合の内訳は、以下

のとおりです。

 
　財又はサービスの種類別の内訳

（単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間

自　2022年４月１日

至　2022年６月30日

当第１四半期連結累計期間

自　2023年４月１日

至　2023年６月30日

FC売上   

　加盟金収入 73 73

　ロイヤリティ収入 979 1,084

　商品売上高 302 339

　その他 13 27

小計 1,368 1,526

店舗売上   

　会費収入 1,964 2,184

　その他 71 87

小計 2,036 2,271

その他営業の収入 119 154

顧客との契約から生じる収益 3,524 3,952

その他の収益 23 21

合計 3,547 3,974
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後1株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

(1)　１株当たり四半期純利益 27.71円 38.77円

(算定上の基礎)   

　親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 517 725

　普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

　普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
　(百万円)

517 725

　普通株式の期中平均株式数(株) 18,692,399 18,705,438

(2)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 27.34円 38.26円

(算定上の基礎)   

　親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(百万円) － －

　普通株式増加数(株) 251,207 249,566

　(うち新株予約権) (251,207) (249,566)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －
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２ 【その他】

（剰余金の配当）

2023年４月13日開催の取締役会において、2023年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり期

末配当を行うことを決議いたしました。

　　①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　  280百万円

　　②　１株当たりの金額 　 　　　　　　　　　　　　 15円00銭

　　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 　 2023年６月８日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独 立 監 査 人 の 四 半 期 レ ビ ュ ー 報 告 書
 

　2023年８月10日

株式会社Fast Fitness Japan

取　締　役　会　御　中

 
ＰｗＣあらた有限責任監査法人

東京事務所

 指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鵜　飼　千　恵  
      

 指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 天　野　祐一郎  
 

 
 
 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社Fast

Fitness Japanの2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2023年４月１日か

ら2023年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社Fast Fitness Japan及び連結子会社の2023年６月30日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。
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・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　 上

 
 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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